Boundary Lines between Eastern and Western Food Cultures at Japan Sea Side of Japan (Part 7) Special Rice Cakes for Tango no Sekku (5 May) by 本間, 伸夫 et al.
東西食文化の日本海側の接点に関する研究（VII）
端午の節句の粽，餅，団子
本間伸夫・石原和夫
Boundary Lines between Eastern and Western Food 
Cultures at Japan Sea Side of Japan (Part 7) 
Special Rice Cakes for "Tango no Sekku" (5 May)
Nobuo Honma and Kazuo Ishihara
緒 言
東西の食文化を構成する個々の伝統的な食べ物につ
いては，バタバタ茶1｝，いずし・なれずし2，，年取り魚・
昆布巻3），菊の花4⊃，枝豆・じんだ5〕，自家醸造味ag6・7｝
について前報において詳しく，その他納豆，雑煮餅，
節句団子などについては日本食生活文化財団・食生活
文化調査研究報告集8）において概略的に報告した。
　端午の節句は年中行事として重要な位置を占めてお
り，その行事は全国的に万遍なく分布しており，子供
の成長を祝うという意味もあって，ご馳走としての団
子，綜，餅などが作られている。行事の内容も食を含
あて変化に富んでいるので，食文化による地域区分の．
重要かつ有効な指標になるものと考えられる。
　本報tcては，幾多の「食」の中から，東西食文化の
象徴的指標となるものと推定される端午の節句の食に
っいて調査・検討した結果を報告する。
研究方法
　最初に日本全国にわたる組織的な資料を参考にし
て，おおまかに東西食文化の接点を推定し，次にその
地域において各食べ物ごとに詳細な調査研究を加える
という方式をとった。
1．調査項目
　全国にわたる食関連の資料10・11・12・13・14）に加えて，著者
らの研究結果帥を参考にして「食」に関する9項昌8，を
東西の食文化を分けるポイソトとなる拳標として選ん
だ。端午の節句はその1項目である。
2．調査方法
　調査は，著者らによる現地での聞き取りに加えて，
各地域の生活改善普及員，学校教諭・同栄養職員，栄
養士会会員，老人会会員，地域在住研究老及び本学食
㈲端午の節句 した口．しなかった口・代わりに の時にした口．節句などの祝い
に，MEF，ちまき，蠣を作らなかった口詐った口・それは次のものである・
粉から作る……堕墜，長三角形・楕円形の茅まき・笹まき・ と呼ぼれるもの，俵形の笹団
子・つのまき・ と呼ばれるもの，その他の団子（名前 O
）
餅をついて……餅を笹に包む笹餅，おはぎ・ぼたもち・その他の餅（名前 O
）
米粒のまま……笹に包んで作る三角形のちまき・菱まき・ と呼ばれるもの，赤飯・おこわ。
そ　の　他……（名前）＿。
図1　端午の節句に関する調査票
生活科学科食物栄養専攻
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物科卒業生などに依頼して聞き取りを行った。また，
特に山形県内に関しては，荘内銀行本支店行員にも調
査を依頼した。調査は主に1987－1990年にわたって行
われた。
　調査対象者としては日本の食生活全集14）の場合と同
じく，昭和10年頃において台所の責任の一部でも分担
した年齢の方にお願いすることを原則とした。
　調査票は図1のごとくで，全体の調査用紙から抜粋
したものを示した。なお，団子，餅，綜は区別が暖昧
のところが多いので，表2の下注のごとく定義し，質
問にそれが現れるようにした。なお，内容について不
明，不確実な点があった揚合には，再度の聞き取りま
たは文献による確認を行った。
3．調査地域
調査地域としては，東西食文化の接点である可能性
が高いと推定される新潟県南西部から富山県及び西型
食文化の飛び地であるとともに北陸から東北への遷移
地帯であると推定される庄内地方を含む山形県を重点
的に選び，更にその周辺地域についてもできるだけだ
け広範囲の地域（以下，本地域）について対象とした。
4．クラスター分析
　得られた555データについて各市町村ごとに1～2件
になるようにランダムに抽出して得た150データ（表
1）についてクラスター分析を行った。
　解析用システムとしてはrLotus1－2－3多変量解析シ
ステム」（オードマソ製）16，を用いた。データの種類は
2値（0，1），距離は一致個数，分類手法は群平均法ま
たは可変法によった。
　クラスター分析に供する調査項目（変丑）は表1に
示した通りである。
表1　クラスター分析の対象とした地域及び調査項目（変量）
?
山形
???
富山
????
対　　象 地　　域
遊佐，八幡，平田，松山，鮭川，真室川，金山，新庄，最上，余目＊，酒田＊，藤島，鶴岡＊，櫛引，羽黒，
朝日，温海，戸沢，大蔵，寒河江，東根＊，・天童，山形，河北，村山，上山，南陽，長井，高畠，米沢率，
小国
只見，三島，喜多方ホ
山北率，朝日，村上，黒川，中条，新発田，聖籠，水原，豊浦，豊栄，上川，津川，三川，新津，横越，
新潟，岩室，巻，吉田，加茂，三条，下田，中之島，見附，栃尾，長岡，寺泊，小千谷率，川口，
堀之内，守門，広神，入広瀬，湯之谷，大和，塩沢，湯沢，川西，十日町毒，津南，刈羽，西山，柏崎，
高柳，柿崎，吉川，大潟，上越＊，新井，頸城，三和，板倉，妙高，妙高高原，松代，松之山，安塚，浦
川原，大島，牧，名立，能生’，糸魚川＊，青海串，両津，相川，佐和田，金井，新穂，畑野，真野，羽茂，
小木
朝日，入善，黒部，魚潮舟楓立tL！、富山，大沢野，小杉，大門，高岡，小矢部，福野庄川，平，
上平
新田，新里，黒保根，大間々，安中，高崎
飯山，佐久，池田，長野＊，大町
輪島，内灘
群
A．節句
B．柏餅
C．綜
D．笹団子
E．三角綜
F、餅
G．おはぎ
H．おこわ
調 i査　　項　　目
1：節句の祝い　2：節句に綜などを作って祝う
3：柏餅を作る
4：綜を作る　5：名称が茅巻き　6：笹巻き　7：なた巻き　8：ちまき
9：笹団子を作る　10：名称が笹団子　11：つの巻き　12：よこず巻き
13：三角綜を作る　14：名称がちまき　15：笹巻き　16：灰を使う＊＊
17：餅を作る　18：作る餅は笹餅
19：おはぎを作る
20：おこわを作る
・　1地域2データ，無印の揚合は1地域1データ
亭事木灰を溶かした水を米粒の浸潰または茄でるときに使用する
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表2　端午の節句において綜，団子，
　　　餅などの製造（555地域）
傘塗
図2　節句の祝いと三角綜と笹団子
項　　　目 件数
?
綜など率1の製造 504 90．81
柏餅串2 58 10．45
綜率3 67 12．07
笹団子糾 136 24．50
その他の団子 6 1．08
三角綜妬 312 56．22
餅＊6 128 23．06
おはぎ・ぼた餅 117 21．08
おこわ・赤飯 105 18．92
合　　　計 929
＊1氏C餅，団子など穀類で作った祝いの食べ物
ホ2瀦ｲを練って作った館入り団子を柏，さるとり
　いばら，笹などの葉で軽く包んだもの
帽穀粉を練って作った館入り団子（中に館は有
　り，または無し）を茅，笹葉などで細長く包み，い
　草などできちっと縛って，茄でるか蒸したもの
網飽の入った蓬団子を笹で包み，い草などで俵型
　にきちっと縛り，茄でるか蒸したもの
＊5Z漬した粒の橋米を，笹葉で三角形に包み，い
　草などで縛り，茄でるか蒸したもの
車6ﾝを笹で軽く包んだ笹餅を含む
?
結果及び考察
累eS“！se
　得られた調査調査結果を整理して555件のデータを
得た。その内訳は山形県177，福島県5，新潟県306，
群馬県8，長野県11，富山県40，石川県4，岐阜県2
その他2である。
1．端午の節句の実施
　本地域における調査戸数555のうち，節句の行事を
行ったは戸数は505で91．82％である。また，この行事
を祝うために，504軒の家で団子，綜，餅などを特に製
造している。
　図2に示すごとく，端午の節句を祝わない地区が新
潟県南西部，西頸城以西に多いことが認められる。端
午の節句は農繁期に当たるので，その祝いを田植え後
や蚕の上族後に農休みの形で行われる場合が多い。
2．綜，餅，団子の製造
　端午の節句を祝うための綜などの製造の頻度は表2
のごとくである。本地域では，粒播から作る三角綜ぶ
多く，柏餅及び粉から作る綜が少ない。
2－1．柏　　　餅
　柏餅は綜とともに端午の節句の象徴的な食べ物であ
るが，表2，図3に示すごとく，本地域では，約10駕
と多くない。柏餅は西日本でよく作られる12｝。
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拍餅を作って祝う
おこわを作うて祝う
綜を作って祝う
；Si．〈
．愛
?。?3
図3　節句の祝いと柏餅，綜，おこわ
表3　綜の名称
茅まき
笹まき
なた巻き
ちまき
まき
ねせまき
たいごろう
笹団子
男まき
とんぼまき
葦まき
男笹まき
＊山北町
佐渡（31），長野（1）．
山形（4），佐渡（9），越後“（5）
山形（11），越後s（3）
佐渡（5），山形（1），富山（1），
長野（1）
佐渡（8）
佐渡（6）
佐渡（4）
佐渡（2），山形（1）
佐渡（1）
佐渡（1）
佐渡（1）
越後零（1）
2－2．　　綜
　表2の定義に従って，綜に分類されるものは67地域
で作られているが，図3に示すごとく，その分布の殆
どが佐渡及び山形県である。
　この綜は作り方や呼び名に違いがあり，名称をまと
めると表3の如くである。包む植物の葉は茅が多く，
次いで笹である。山形のなた巻きは笹を使用している。
2－3．笹団子
　俵形の笹団子は図2に示すごとく，山形，新潟，福
表4　笹団子の名称
名　　　称 地　　　域　（件数） 合計
笹団子 山形（13），福島（4），新潟（100）117
よこずまぎ： 山形紹（2），新潟（8） 10
つのまき 山形（3），福島（2），新潟（1） 6
団子ちまぎ2 新潟（4） 4
ちまき 山形（2） 2
ゆべし 山形魍（2） 2
茅まき 新潟（1） 1
笹まき団子 新潟（1） 1
笹ちまき 新潟（1） 1
団子まき 新潟（1） 1
つぶ巻き 山形（1） 1
笹ちまき 新潟（1） 1
’1 謔ｱじまき，よこまき，よこちまき，よこまき団子，
　よこ団子を含む
＊2c子つまきを含む
＊3ｬ国町
＊4緕R市，長井市
島県で作られている。新潟県でも，南西部の頸城と佐
渡は少ない。佐渡の3例は鰭入り笹綜の可能性が高く，
再検討を要するものである。
　名称は表4のごとくであり，圧倒的に笹団子が多
い。”よこじまき”め名称が共通であることから，山形
県小国町は隣接する新潟県北部との交流の可能性力：認
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表5　三角綜の名称及び灰の利用
名　称 地　　　域　（件数） 合計
笹まき 山形（147），福島（1），新潟（21）169
ちまき 山形（21），福島（5），新潟（118）144
こぶしまき　【 山形（5），新潟（4） 9
菱まき 山形（2），福島（3），新潟（3） 8
竹のこまき 山形傘1（2） 2
つのまき 新潟＊2（2） 2
あくまき 山形（2） 2
女笹まき 新潟（1） 1
灰の利用 山形（76），新潟＊2（10） 86
＊1 ?c市
＊2 R北町
2－－5．　　餅
　図4に示すごとく，新潟県頸城地方でよく作られて
いる。このうち，笹餅が100であって，78．13％を占め
ている。笹餅は原則として銘が入らない白餅を笹葉1
枚または数枚で軽く包んだもので，い草などでは縛ら
ないものである。この他，蓬入りの草餅が12件あった。
2－6．おはぎ及びおこわ
　図3，4に示すごとく，おはぎ及びおこわもかなり
広く作られているが，新潟県の中，下越及び佐渡には
殆ど分布していない。
3．クラスター分析による解析
食文化の地域区分にクラスター分析法が有効である
ことが認められたので17），端午の節句に応用した。
詑号　　　内　　容
●　　おはぎを作って祝う
　　餅を摘いて祝う
5＼
懐賄
図4　節句の祝いと餅，おはぎ
められる。
2－4．三　角　綜
　本地域において，端午の節句の祝うものとして最も
よく作られている。図2に示すごとく佐渡，西頚城を
除く新潟県，山形，福島両県に分布している。浸漬粒
稲を笹葉で三角形に包み，蒸すか菰でるものであり，
表5のごとく，種々の名称を有している。
　木灰の浸出液を橋の浸潰または茄で水に利用するこ
とが山形県に広く分布しているが，新潟県北端の山北
町にも及んでいる16｝。
　表1の調査項目（20変量）で150地域について得られ
たデソデログラムは図5，その結果に基づくクラス
ターの分布図を図6に示した。
　図5上のクラスターA111112は節句を実施しない地
域であり，A111111は主に柏餅，餅，おこわ，おはぎを
作る地域である。共に，頸城以西及び群馬，長野両県
にも分布している。A11112は主に三角綜を作り，その
名称が笹巻きである地域であり，山形県及び新潟県魚
沼地方の一部に分布している。A121は三角椋を作り，
その名称がちまきである地域であり，東頚城地方より
東及び北側に分布している。A112は綜のうち主に茅ま
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（1：一致個数・群平均法）
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図5　節句のデー・一一タから得られたデンデログラム
きを作る地域であり，ほとんどが佐渡に分布している。
　図5下のクラスターA11は前記のA111111とほぼ同
じ内容であり，主に頸城以西及び群馬，長野県にも分
布している。A12ではおこわを作るが，三角綜及び柏餅
を作らない。A2は茅まきを作り，ほとんどが佐渡に分
布している。B11は主に笹餅を作り，頸城，魚沼地方に
分布している。B12は三角綜を作り笹巻きと呼ぶ地域
であり，ほとんどが山形県である。B2は三角綜を作っ
てちまきと呼び，更に笹団子を作る地域であり，主に
新潟県中越，下越地方に分布している。
4．総合的な考察
　以上の端午の節句に関するデータの分析結果から，
本地域の食文化を分けるものとして，図7，8に示す
ライソをひくことができた。
　図7のライソAA’以北に笹団子が，BB’以北におい
て三角綜が端午の節句を祝うために作られていること
を示す。このAB両ラインの日本海側での位置には，
日本の食文化を東西に分ける多数のライソが存在して
いる3・4・5・6・7，。また，CC’ライソ以北の佐渡及び山形県に
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●A111111　◎A111112　　0　A11112　　　×　B
★A1112☆A112▲A121△A122口A2
岐阜県1イ＼
（1：一致個数・群平均法｝’
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長野県　　　陀
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図6　図5のデシデログラムに基づくクラスター分折
おいて粉から作る綜が作られており，佐渡と山形県と・
の共通性が認められる。リソグEの中では主に笹餅が
作られている。ライソDD’以西において，端午の節句
が直接行われずに他の行事と振り替えられている場合
が多い。
　図8のラインadb内は笹団子及び三角綜（呼称：．
ちまき）が主である地域であり，会津西部及び山形・
小国地方もこの圏内に入る可能性がある。また，新潟
・，ｧ北端の山北町が山形県庄内との遷移地帯となってい
る訂能性もある。ライγbcに囲まれた佐渡は茅巻き
が主であるという特徴が認められる。ライソcdを挾
んで両側において種々な点において相違が認められる
’が，リングf地域はその遷移地帯である。リングeは
その周囲と若干異なっていることを示しているが，更
に検討を必要とする。
　端午の節句を検討することによって，新潟県を中心
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東西食文化の日本海側の接点に関する研究（粗）
とする地域の食文化を分けるラインのいくつかの位置
を決定できた。しかし，日本の食文化の東西を解明す
るためには，更に全国的なデータも併せて検討する必
要があるものと考えられる。
　4　　　　　　結　　　び
　テーマが大きいため，把握しきれない点が限りなく
出てきて誠に厳しいものがあるが，多くの方々のご協
力を得て，更に研究を進めて行きたい。
　本報告をまとめるにあたり，聞き取り調査にご協力
及びご回答を頂きました多数の方々に厚くお礼を申し
あげます。
　なお，本研究をご支援して頂いた財団法人日本食生
活文化財団に深謝致します。
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